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グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
自
己
探
求

―
李
国
修
『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
日
本
表
象（

（
（

黄　

資
絜

は
じ
め
に

こ
の
数
年
間
、
台
日
現
代
演
劇
の
交
流
が
活
発
化
し
て
い
る
。

「
亜
細
亜
の
骨
」
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
集

団
・
個
人
に
よ
り
、
台
日
の
現
代
演
劇
、
特
に
若
手
劇
作
家
の
作
品

が
互
い
の
国
に
紹
介
さ
れ
、
上
演
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
際
交
流
を

目
的
と
し
、
政
府
の
助
成
金
を
受
け
て
取
り
組
む
共
同
制
作
作
品
、

例
え
ば
『
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
〜
阿
婆
蘭
〜
』（
二
〇
二
一
）
の
よ
う
な

作
品
も
見
ら
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
国
際
共
同
制
作
作
品
と
比
べ
る
と
、
前
時
代
に
制

作
さ
れ
た
、
日
本
要
素
を
取
り
入
れ
た
台
湾
現
代
演
劇
は
、
一
見
非

常
に
単
純
で
平
凡
な
も
の
に
見
え
る
。
台
湾
の
現
代
演
劇
は
、
一
九

八
〇
年
代
に
実
験
演
劇
展
か
ら
発
足
さ
れ
た
「
小
劇
場
運
動
」
の
演

劇
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た（

（
（

。
戒
厳
令
の
下
に
生
み
出
さ
れ
た

小
劇
場
運
動
は
、
政
治
的
、
反
抗
的
色
合
い
が
強
か
っ
た
が
、
一
九

八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
と
と
も
に
反
抗
す
る
対
象
を
失
い
、
し
ば
ら

く
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。
ま
た
、
九
〇
年
代
は
世
界
経
済
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

と
し
て
、
台
湾
の
代
表
的
な
劇
作
家
兼
役
者
、
そ
し
て
演
出
家
で
あ

る
李
国
修
（
一
九
五
五
―
二
〇
一
三
）
は
、
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九

九
年
に
か
け
て
、
日
本
要
素
を
意
図
的
に
取
り
入
れ
た
一
連
の
戯
曲

『
三
人
行
不
行（

（
（

』
五
連
作
を
作
り
上
げ
、
時
代
の
流
れ
を
反
映
す
る

試
み
を
行
っ
て
い
た
。

台
日
間
に
交
流
が
ま
だ
少
な
い
時
期
に
、
こ
の
劇
作
家
が
描
い
た

日
本
は
多
少
「
本
物
」
と
か
け
離
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
積
極
的
に

外
国
要
素
を
取
り
入
れ
た
戯
曲
は
数
少
な
く
、
特
殊
な
意
味
合
い
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
初
歩
的
考
察
を
行
い
、「
シ
テ
ィ
・

コ
メ
デ
ィ（

（
（

」
ま
た
は
『
三
人
行
不
行
』
五
連
作
の
最
初
の
二
作
品
を

主
な
対
象
と
し
て
概
観
し
、
社
会
的
状
況
の
関
連
付
け
を
試
み
る
。

ま
た
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
他
の
作
品
や
、
同
時
代
の
映
画
と
小
説
に
も

言
及
し
、
現
代
演
劇
の
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
演
劇
に
見

209



ら
れ
た
こ
の
状
況
を
大
き
な
流
れ
の
一
環
と
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

一　

シ
リ
ー
ズ
の
始
ま
り
と
民
主
化
運
動
の
展
開

李
国
修
は
、
台
湾
小
劇
場
運
動
の
先
駆
者
と
み
な
さ
れ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
団
体
「
蘭
陵
劇
坊
」
の
最
初
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
八
〇

年
代
に
テ
レ
ビ
番
組
の
喜
劇
役
者
と
し
て
周
知
さ
れ
た
。
彼
は
頼
声

川
が
主
宰
し
た
「
表
演
工
作
坊
」
に
一
時
的
に
参
加
し
、
頼
声
川
や

も
う
一
人
の
喜
劇
役
者
李
立
群
と
共
に
、
劇
団
の
旗
揚
げ
公
演
『
あ

の
夜
、
我
々
は
相
声
を
語
っ
た
』（『
那
一
夜
、
我
們
説
相
聲
』、
一
九
八

五
）
を
作
り
上
げ
、
自
ら
の
劇
作
家
と
し
て
の
才
能
を
見
出
し
た
。

八
六
年
に
、
李
国
修
は
劇
団
「
屛
風
表
演
班
」
を
創
立
し
、
演
出

家
、
役
者
な
ら
び
に
座
付
き
劇
作
家
と
し
て
活
動
す
る
。
他
の
小
劇

団
が
試
行
錯
誤
し
て
い
た
九
〇
年
代
の
中
盤
に
、
屛
風
表
演
班
は
既

に
表
演
工
作
坊
と
並
ぶ
大
き
な
商
業
劇
団
に
ま
で
成
長
し
た
。

喜
劇
役
者
の
経
歴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
外
省
人
二
世
で
あ
る
李
国

修
は
喜
劇
に
長
け
て
お
り
、
後
に
は
外
省
人
の
身
の
上
話
を
扱
う
人

情
劇
を
も
書
い
た
が
、
殆
ど
の
作
品
の
基
調
は
喜
劇
的
で
あ
る
。

「
シ
テ
ィ
・
コ
メ
デ
ィ
」
五
連
作
は
、
李
国
修
が
得
意
と
す
る
喜
劇

の
才
能
を
発
揮
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
最
初
は
シ
リ
ー
ズ
作
と
し
て

作
り
上
げ
る
予
定
は
な
か
っ
た
と
い
う（

（
（

。
一
番
目
の
作
品
の
タ
イ
ト

ル
『
三
人
行
不
行
』（
一
九
八
七
）
は
、
中
国
語
の
文
節
の
区
切
り
に

よ
っ
て
意
味
合
い
も
変
わ
る
言
葉
遊
び
で
あ
る
。
も
し
タ
イ
ト
ル
を

『
三
人
、
行
不
行
』
と
区
切
る
と
、
そ
れ
は
「
三
人
で
い
け
る
か
？
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
方
で
『
三
人
行
、
不
行
』
と
区
切
る
と
、

そ
れ
が
「
三
角
関
係
を
持
つ
の
は
い
け
な
い
」
と
な
る
。
劇
の
内
容

を
見
る
と
、
二
つ
の
解
釈
は
ど
れ
も
通
用
す
る
が
、
前
者
で
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
の
登
場
人
物

―
最
大
「
九
人
」
が
同
時
に

舞
台
上
に
い
る

―
は
三
人
の
役
者
（
男
性
二
人
と
女
性
一
人
）
の
み

で
演
じ
、
す
ば
や
く
役
が
変
わ
る
こ
と
で
面
白
さ
を
生
み
出
す
ド
タ

バ
タ
コ
メ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
役
者
の
演
技
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
た

め
、
劇
の
内
容
は
む
し
ろ
重
要
で
は
な
い
。
た
だ
滑
稽
な
寸
劇
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
各
場
面
の
間
に
必
ず
し
も
関
連

性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
シ
ー
ン
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
：
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
②
S1
：
オ
フ
ィ
ス
の
男
女
の
三
角
関
係
、	

③
S2
：
前
述
の
男
女
が
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
、
人
を
轢
い
て
し

ま
う
、
④
S3
：
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
⑤
S4
：
公
園
で
死
体
が
発
見
さ

れ
、
事
件
の
目
撃
者
を
探
す
、
⑥
S5
：
台
北
で
の
路
上
風
景
、	

⑦
デ
ィ
ス
コ
で
の
エ
ピ
ロ
ー
グ（

（
（

。
こ
れ
ら
の
寸
劇
の
共
通
項
は
、

「
台
北
」
と
い
う
「
シ
テ
ィ
」
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

互
い
の
因
果
関
係
は
特
に
読
み
取
れ
な
い
。

『
三
人
行
不
行
』
の
初
演
は
大
人
気
を
博
し
、
翌
年
に
李
国
修
は

二
作
目
を
制
作
し
た（

（
（

。
そ
れ
は
一
作
目
と
同
様
に
台
北
生
活
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
寸
劇
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
、
内
容
も
類
似
し
て
い
る
：
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①
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
②
S1
：
交
通
渋
滞
に
よ
る
人
々
の
苛
立
ち
、	

③
S2
：
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
よ
う
だ
が
、
実
は
民
主
化
運
動
の
デ
モ
現

場
の
混
乱
を
表
現
し
て
い
る
、
④
S3
：
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
⑤
S4
：
台

北
生
活
を
賛
美
す
る
た
め
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
⑥
S5
：
映
画

館
で
上
映
の
途
中
、
警
察
が
乱
入
し
捜
査
を
始
め
る
、
⑦
S6
：
三
人

の
男
女
は
山
頂
か
ら
台
北
を
眺
め
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
男
性
が
こ

れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話
す（

（
（

。

こ
れ
ら
の
寸
劇
も
ま
た
、
台
北
生
活
を
断
片
的
に
記
録
し
た
も
の

だ
が
、
政
治
的
色
合
い
が
増
し
て
い
く
の
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
活
発
化
し
た
民
主
化
運
動
が
あ
る
。
長
期
に
わ
た
り
一
党

独
裁
を
行
っ
て
き
た
国
民
党
政
府
は
八
七
年
に
戒
厳
令
を
解
除
し
た

が
、
社
会
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
新
た
な
野
党
を
結
成
す
る
こ

と
も
国
民
に
よ
る
総
統
選
挙
の
開
催
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
後
に

民
進
党
な
ど
の
野
党
を
結
成
す
る
政
治
運
動
家
、
い
わ
ゆ
る
「
党

外
」
運
動
家
は
、
大
学
生
と
と
も
に
様
々
な
デ
モ
を
行
い
、
最
終
的

に
一
九
九
〇
年
に
台
北
の
中
正
紀
念
堂
広
場
で
行
わ
れ
た
「
野
百
合

学
生
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
上
最
も
大
規
模
な
学
生
運
動
に
至
っ

た（
（
（

。
民
主
化
の
嵐
に
直
面
し
て
い
る
台
北
市
民
の
生
活
の
面
白
さ
や

困
惑
を
記
録
す
る
「
シ
テ
ィ
・
コ
メ
デ
ィ
」
に
お
い
て
、
政
治
的
色

合
い
が
増
え
て
い
く
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。

二
作
品
に
お
け
る
日
本
要
素
は
共
に
「
S3
：
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
の

場
面
で
現
れ
、
互
い
に
連
続
性
が
あ
り
、
ど
れ
も
植
民
地
時
代
を
背

景
と
し
た
滑
稽
劇
で
あ
る
。
一
作
目
は
太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
、
台

湾
人
で
あ
る
俊
雄
の
元
に
召
集
令
状
が
届
い
た
話
。
彼
の
幼
馴
染
で

あ
る
阿
昆
と
彼
女
で
あ
る
文
卿
は
駅
ま
で
彼
を
送
る
が
、
俊
雄
は
文

卿
を
こ
の
ま
ま
阿
昆
に
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
混

雑
す
る
駅
で
、
彼
ら
は
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
が
、
列
車
秩
序
を
維
持

す
る
日
本
人
兵
士
を
巻
き
込
み
、
図
ら
ず
も
兵
士
を
死
な
せ
て
し
ま

う
。
二
作
目
は
、
軍
隊
か
ら
逃
げ
た
俊
雄
が
投
獄
さ
れ
る
話
。
彼
を

助
け
よ
う
と
す
る
阿
昆
と
文
卿
は
日
本
人
兵
士
に
捕
え
ら
れ
、
処
刑

さ
れ
る
直
前
に
間
一
髪
で
日
本
降
伏
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
。
す
る
と

兵
士
た
ち
は
自
殺
し
た
り
、
混
乱
の
中
に
仲
間
に
誤
射
さ
れ
た
り
、

台
湾
人
だ
け
が
全
員
無
事
に
脱
出
し
た
。
こ
の
二
つ
の
話
で
は
ど
れ

も
日
本
人
が
た
だ
の
悪
役
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
時
代
劇
に

も
か
か
わ
ら
ず
現
代
語
や
現
代
風
の
お
笑
い
を
織
り
込
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
と
い
う
設
定
の
た
め
、
日
本
兵
士
や

植
民
地
時
代
の
台
湾
人
を
演
じ
る
の
は
片
言
の
日
本
語
し
か
で
き
な

い
台
湾
役
者
で
、
彼
ら
が
発
す
る
「
日
本
語
」
台
詞
は
、
実
は
日
本

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
で
組
み
合
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

一
見
す
る
と
、
二
作
品
に
お
け
る
日
本
要
素
は
ど
れ
も
深
い
意
味

を
含
ま
ず
、
単
に
観
客
の
笑
い
を
誘
う
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

も
し
く
は
現
代
台
湾
社
会
に
も
色
濃
く
残
さ
れ
た
、
植
民
地
時
代
の

日
本
文
化
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
も
見
え
る
。
で
は
、
こ
の
状
況
を
五
連

作
の
他
の
三
作
品
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
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か
。
九
三
年
か
ら
九
九
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
続
編
の
三
作
品
は
、

「
一
人
多
役
」
と
い
う
演
技
的
ル
ー
ル
を
一
応
は
保
っ
て
い
る
が（

（1
（

、

内
容
に
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
三
作
品
の
物
語
は
、
郭
と
い
う

家
族
の
動
向
を
中
心
に
展
開
し
、
今
ま
で
な
か
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の

一
貫
性
を
生
み
出
す
。
こ
こ
で
は
あ
ら
す
じ
を
概
観
し
て
い
く
。
三

作
目
は
、
台
湾
に
あ
る
郭
家
族
の
古
宅
が
道
路
建
設
で
売
り
払
わ
れ

た
話
か
ら
始
ま
る（

（1
（

。
家
長
で
あ
る
郭
本
源
は
、
そ
の
収
益
を
兄
弟
全

員
に
分
け
る
た
め
、
北
京
在
住
の
末
弟
、
定
遠
に
会
い
に
行
く
。
し

か
し
内
戦
の
時
に
共
産
党
員
銭
忠
党
の
養
子
と
な
っ
た
定
遠
は
す
っ

か
り
共
産
党
員
に
な
り
、
兄
と
相
容
れ
ず
、
郭
本
源
は
弟
に
財
産
を

分
け
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
。
ま
た
銭
忠
党
は
昔
、
香
港
で
愛
人
を

作
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
マ
リ
ー
と
い
う
娘
が
い
る
。
マ
リ
ー
と
夫
は

ま
だ
離
婚
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
人
が
お
り
、
マ
リ
ー
の

相
手
は
郭
本
源
の
娘
婿
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
最
後
に
、
郭
家
と
そ
の

縁
者
た
ち
は
共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
へ
行
き
、
全
員
で
家
族
の
よ

う
に
共
に
写
真
を
撮
る
。
四
作
目
は
、
郭
本
源
が
カ
ナ
ダ
在
住
の
外

省
人
、
ピ
ー
タ
ー
の
家
族
を
訪
問
し
、
後
に
彼
ら
も
台
湾
へ
遊
び
に

来
る
と
い
う
話
が
主
旨
と
な
る
。
ア
ジ
ア
で
の
紛
争
と
は
無
縁
で
、

西
洋
で
優
越
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
台
湾
の
す
べ
て
を
批
判
す
る

ピ
ー
タ
ー
の
家
族
に
対
し
、
日
本
植
民
地
時
代
を
経
験
し
た
郭
本
源

と
そ
の
長
兄
は
、
わ
ざ
と
日
本
歌
や
台
湾
語
を
披
露
し
、
対
抗
心
を

示
す
。
五
作
目
は
、
元
零
戦
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
日
本
人
川
田
が
郭

本
源
に
案
内
役
を
頼
み
、
戦
時
中
に
撃
ち
落
と
し
た
中
国
戦
闘
機
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
台
湾
在
住
）
を
探
そ
う
と
す
る
件
か
ら
展
開
す
る（

（1
（

。

上
記
の
粗
略
な
あ
ら
す
じ
か
ら
で
も
、
三
作
品
の
方
向
性
が
前
作

と
か
な
り
異
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
台
北
だ
け
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
た
前
二
作
品
と
違
い
、
こ
の
三
作
品
で
は
北
京
や
香
港
、
カ
ナ

ダ
な
ど
世
界
中
に
住
む
華
人
の
生
活
も
対
照
と
し
て
取
り
入
れ
た
李

国
修
の
意
図
が
窺
え
る
。
ま
た
、
作
品
の
内
容
は
華
人
地
域
に
お
け

る
大
事
件
と
も
連
動
す
る
。
例
え
ば
三
作
目
は
マ
リ
ー
な
ど
の
人
物

た
ち
が
陥
っ
て
い
る
未
来
の
な
い
男
女
関
係
に
よ
っ
て
、
九
七
年
に

回
帰
す
べ
く
香
港
の
状
況
を
象
徴
し
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
九
三
年
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
辜
汪
会
談（

（1
（

の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
四
作
目
は
、
九
六
に
台
湾
海
峡
危
機（

（1
（

の
た
め
生
じ
た
海
外
移
住

ブ
ー
ム
と
関
連
す
る（

（1
（

。
三
作
品
の
主
題
が
台
北
生
活
か
ら
華
人
の
歴

史
的
事
件
へ
転
向
す
る
こ
と
で
、
前
の
二
作
品
と
比
べ
日
本
と
の
関

連
性
が
ま
す
ま
す
希
薄
に
な
る
は
ず
だ
が
、
日
本
要
素
は
ど
の
作
品

に
も
欠
か
さ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
作
品
、
例
え
ば
三
作
目

に
お
い
て
、
日
本
要
素
の
出
現
は
些
か
強
引
で
あ
り
必
要
性
を
感
じ

ら
れ
な
い
が（

（1
（

、
劇
作
家
は
依
然
と
し
て
日
本
要
素
を
作
中
に
取
り
入

れ
て
い
る
。
五
連
作
に
貫
い
た
「
日
本
描
写
」
は
、
果
た
し
て
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
。
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二　

日
本
描
写
と
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

李
国
修
が
意
図
的
に
作
中
に
描
き
続
け
た
日
本
表
象
は
、
当
時
の

他
の
文
芸
作
品
か
ら
で
も
読
み
取
れ
る
。
こ
の
状
況
は
国
際
情
勢
の

変
化
と
関
連
し
、
特
に
中
国
の
台
頭
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
影
響
が
大

き
い
。
張
誦
聖
は
台
湾
小
説
分
野
の
状
況
を
考
察
し
、
中
国
の
経
済

成
長
や
改
革
開
放
と
と
も
に
、
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
台
湾
作
家
が
海

外
で
頻
繁
に
中
国
作
家
と
遭
遇
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
台

湾
作
家
は
中
華
圏
の
唯
一
の
代
言
者
と
し
て
自
称
し
て
き
た
が
、
現

に
同
じ
中
華
圏
の
背
景
を
持
つ
「
正
統
な
代
表
者
」
で
あ
る
中
国
作

家
と
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
と
競
争
で
き
る
よ
う
に
、
台
湾
作

家
は
積
極
的
に
自
分
の
文
化
と
歴
史
の
独
自
性
を
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
最
終
的
に
そ
れ
が
日
本
植
民
地
時
代
を
含
め
た
「
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
記
憶
」
と
帰
結
し
て
き
た（

（1
（

。
邱
貴
芬
も
映
画
と
小
説
両

方
で
同
じ
状
況
を
見
出
し
、
九
〇
年
代
中
盤
か
ら
「
新
た
に
掘
り
出

さ
れ
た
日
本
に
よ
る
植
民
統
治
の
記
憶
」
は
単
な
る
負
の
遺
産
だ
け

で
は
な
く
、
台
湾
の
歴
史
の
独
自
性
、
つ
ま
り
「
台
湾
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
を
確
立
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
側
面
が
近
年
の
作
品

に
は
浮
か
び
上
が
る
と
論
じ
る（

（1
（

。
ま
た
、
邱
が
例
と
し
て
挙
げ
る
小

説
作
品
か
ら
見
る
と（

（1
（

、「
台
湾
歴
史
」
ま
た
は
「
日
本
描
写
」
を
題

材
と
し
た
ブ
ー
ム
の
発
生
は
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て

と
判
明
で
き
る
。

文
芸
作
品
に
お
け
る
日
本
描
写
の
ブ
ー
ム
は
、
し
ば
し
ば
政
治
的

立
場
と
混
同
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
に
そ
れ
は
親
日
的
姿
勢
を
表

明
し
た
李
登
輝
総
統
の
任
期
中
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
当
時
、
与
党
で

あ
っ
た
国
民
党
内
部
で
は
、
李
登
輝
が
代
表
す
る
本
土
派
と
外
省
派

が
対
立
し
て
い
た
。
李
登
輝
は
九
四
年
に
司
馬
遼
太
郎
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
た
際
、「
外
省
人
＝
反
日
」
と
「
本
省
人
＝
親
日
」
と

い
う
二
項
対
立
図
式
を
前
面
に
出
し
、
自
分
の
政
権
と
今
ま
で
の
「
中

国
か
ら
や
っ
て
来
た
国
民
党
政
権
」
と
の
線
引
き
を
し
、
日
本
と
の

連
帯
関
係
を
提
起
す
る
こ
と
で
本
省
人
の
共
感
を
喚
起
し
た
。
彼
の

主
張
は
、
台
日
双
方
の
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
日

本
社
会
に
お
け
る
固
定
観
念
を
形
成
さ
せ
た（

（2
（

。最
も
代
表
的
な
の
は
、

小
林
よ
し
の
り
の
漫
画『
新
・
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言SPECIA

L

・
台

湾
論
』（
二
〇
〇
〇
）
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
上
記
の
二
項
対
立
図
式
を
さ
ら
に

強
化
し
た
こ
の
漫
画
は
、
翌
年
に
台
湾
で
も
翻
訳
さ
れ
、
大
き
な
批

判
を
呼
ん
だ（

（2
（

。

し
か
し
文
芸
界
に
お
い
て
は
、
こ
の
簡
単
な
二
項
対
立
図
式
に
当

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
李
国
修
は
外
省

人
二
世
で
あ
り
、
他
の
例
と
し
て
は
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
を
代
表
す

る
監
督
、
同
じ
外
省
人
二
世
で
あ
る
候
孝
賢
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
時

代
に
彼
の
映
画
『
戯
夢
人
生
』（
一
九
九
三
）
は
、
時
代
背
景
を
植
民

地
時
代
と
設
定
し
、
他
の
作
品
で
も
し
ば
し
ば
植
民
統
治
の
記
憶
に
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言
及
す
る（

（2
（

。
候
と
常
に
共
同
作
業
を
行
い
、
脚
本
を
担
当
す
る
小
説

家
朱
天
文
も
ま
た
外
省
人
二
世
で
あ
り
、
彼
ら
は
日
本
要
素
を
多
用

し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
作
家
に
よ
る
日
本
描
写
は
「
親
日
」

や
「
植
民
地
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
と
同
一
視
で
き
ず
、
日
本

要
素
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
過
去
の
植
民
統
治
政
府
や
現
在
の
日
本

国
に
対
す
る
作
家
の
立
場
は
賛
美
的
な
の
か
、
も
し
く
は
批
判
的
な

の
か
は
一
定
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
は
明

白
な
例
で
あ
ろ
う
。
前
二
作
品
に
お
け
る
「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
の
場

面
で
、
日
本
人
兵
士
は
た
だ
滑
稽
的
な
悪
役
と
し
て
描
か
れ
て
、
召

集
令
状
を
も
ら
っ
た
こ
と
や
投
獄
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
出
来
事
も
、

植
民
地
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
喚
起
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
描
写
を
通
し
て
、
劇
作
家
は
自
身
が
外
省
人
二
世

で
あ
り
な
が
ら
台
湾
歴
史
に
対
し
て
熟
知
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は

台
湾
人
作
家
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
表
明
で
き
る
。

な
お
、『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
は
小
説
分
野
の
状
況
と
異
な

る
部
分
も
あ
る
。
小
説
の
状
況
を
論
じ
た
際
に
、
前
述
し
た
研
究
者

の
分
析
対
象
は
長
編
歴
史
小
説
で
あ
る
た
め
、
殆
ど
の
作
品
は
写
実

的
手
法
で
書
か
れ
る
。
小
説
の
内
容
は
、
以
前
に
語
ら
れ
な
か
っ
た

植
民
地
時
代
の
状
況
を
還
元
し
、
で
き
る
限
り
再
現
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
シ
テ
ィ
・
コ
メ
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
た

『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
タ
イ
ト
ル
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

現
代
「
シ
テ
ィ
」
に
起
こ
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
植
民
地
時
代
の

話
は
断
片
的
に
し
か
表
現
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
既
に
言
及
し
た
が
、

台
湾
役
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
登
場
人
物
は
、
植
民
地
時
代
の

「
本
物
の
台
湾
人
」
を
再
現
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
片
言
の
日
本
語
や

日
系
ブ
ラ
ン
ド
名
で
「
偽
物
」
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
す
る
。
例
え
ば

俊
雄
が
処
刑
さ
れ
る
場
面
で
、
彼
の
最
後
の
も
が
き
は
下
記
の
よ
う

に
役
者
Ｃ
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。

Ｃ
：�（
俊
雄
を
演
じ
て
天
を
仰
ぎ
）あ
…
…（
意
味
の
な
い
日
本
語
を	

叫
ぶ
）w

akam
odo

、suzuki

、penchi

、roraiba

…
…

w
adakusi

…
…m

ade in Japan

…
…（
す
ぐ
に
役
が
変
わ
っ

て
日
本
人
兵
士
を
演
じ
、
日
本
語
で
）
な
に
！
？
く
そ
野
郎
！（

（2
（

日
本
語
の
代
用
品
と
し
て
、
わ
ざ
と
現
代
生
活
で
よ
く
使
用
さ
れ
る

日
系
商
品
の
ブ
ラ
ン
ト
名
を
羅
列
し
た
劇
作
家
は
、
ど
の
よ
う
な
意

図
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
李
国
修
の
他
の
戯
曲

と
時
代
背
景
の
影
響
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

三　

虚
像
と
し
て
の
「
日
本
」

『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
の
二
作
目
と
三
作
目
の
間
に
、
李
国

修
は
戯
曲
『
救
国
株
式
会
社
』（
一
九
九
一
）
を
書
い
た（

（2
（

。
劇
の
内
容

は
、
日
本
人
女
子
大
生
井
口
真
理
子
が
台
湾
で
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
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パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
、
政
府
機
関
の
怠
慢
、
歴
史
に
対
す
る
人
々
の
無

知
を
風
刺
す
る
。
ま
た
、
台
日
関
係
に
も
焦
点
を
当
て
、
登
場
人
物

で
あ
る
刑
事
は
台
湾
で
使
用
さ
れ
る
様
々
な
日
系
商
品
を
挙
げ
、

「
台
湾
で
過
ご
す
の
は
日
本
で
過
ご
す
よ
う
だ
、
そ
う
思
わ
な
い

か
？（

（2
（

」
と
問
う
。
こ
の
段
落
を
上
記
「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
の
場
面
と

合
わ
せ
て
見
る
と
、
劇
作
家
は
日
系
商
品
が
台
湾
で
氾
濫
し
た
状
況

に
対
し
て
、
大
き
な
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
そ
の
背

景
は
、
九
〇
年
初
頭
か
ら
十
年
間
に
わ
た
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る

日
本
大
衆
文
化
商
品
、
例
え
ば
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、J-PO
P

、
漫
画
な

ど
の
流
行

―
台
湾
で
は
「
哈
日（

（2
（

」
と
呼
ば
れ
る
風
潮
―
―
に
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
哈
日
」
と
い
う
名
称
が
最
初
に
出
版
物
に
使
用
さ
れ
た
の
は
九

六
年
で
あ
る（

（2
（

。
だ
が
、
現
象
と
し
て
の
発
端
は
九
〇
年
代
の
初
頭
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
大
衆
文
化
の
流
行
で
あ
り
、

同
時
に
日
系
商
品
や
日
本
へ
の
ロ
ケ
地
巡
回
ツ
ア
ー
な
ど
も
若
者
の

間
で
人
気
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
突
如
と
し
て
発
生
し
た
若

者
の
哈
日
熱
狂
は
当
時
に
強
い
批
判
を
招
い
て
お
り
、
批
判
者
は
新

た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
消
費
形
態
の
台
頭
を
察
し
な
が
ら
も
、
若
者
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
混
乱
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
廖
炳
恵

は
、「
共
通
的
感
情
の
構
造
」
と
い
う
観
点
を
唱
え
る
。
哈
日
を
単

に
消
費
現
象
と
し
て
は
解
釈
し
切
れ
な
い
と
廖
は
述
べ
て
お
り
、
一

見
関
連
の
な
い
親
日
的
本
土
派
政
治
家
と
哈
日
の
若
者
、
前
者
は
日

本
伝
統
文
化
や
生
活
様
式
を
消
費
し
、
後
者
は
流
行
り
文
化
で
包
装

さ
れ
た
同
じ
も
の
を
消
費
す
る
た
め
、
両
者
は
実
は
本
質
的
に
あ
ま

り
変
わ
ら
ず
、
植
民
地
時
代
か
ら
継
承
し
て
き
た
好
み
を
共
有
す

る（
（2
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
廖
は
哈
日
現
象
が
脱
植
民
地
化
の
不
完
全
さ

を
呈
す
る
と
断
言
し
て
い
る
。

近
年
、
哈
日
現
象
を
よ
り
緻
密
に
分
析
す
る
論
考
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
李
衣
雲
は
、
植
民
時
代
に
お
け
る
日
本
文
化
の
受
容
状
況
と

九
〇
年
代
以
降
の
大
衆
文
化
の
両
方
を
検
証
し
、
異
な
る
観
点
を
生

み
出
す
。
政
治
的
側
面
や
精
神
論
に
偏
っ
た
従
来
の
研
究
と
比
べ
、

李
衣
雲
の
論
考
は
機
能
的
側
面
も
重
要
視
し
、
七
〇
年
代
末
か
ら
台

湾
経
済
が
急
成
長
し
て
い
る
一
方
、
戒
厳
令
の
下
に
創
作
自
由
が
規

制
さ
れ
て
余
暇
の
需
要
が
満
た
せ
な
い
た
め
、
日
本
文
化
商
品
を
受

容
し
や
す
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
商
品
輸
入
は
政
府

に
禁
止
さ
れ
る
が
、
莫
大
な
経
済
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
長
い
間
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
流
通
し
、
そ
の
後
九
三
年
に
テ
レ
ビ
番
組
を

は
じ
め
と
し
た
日
本
文
化
商
品
の
輸
入
が
次
々
と
解
禁
さ
れ
る
と
と

も
に
、
消
費
者
の
膨
大
な
需
要
が
一
気
に
顕
在
化
し
て
く
る（

（3
（

。
し
か

し
、
文
化
商
品
を
通
じ
て
作
り
出
さ
れ
た
「
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
単
な
る
一
種
の
虚
像
や
信
頼
で
き
る
ブ
ラ
ン
ト
と
し
て
台
湾
の

消
費
者
に
認
識
さ
れ
、
必
ず
し
も
真
実
の
日
本
国
と
対
応
す
る
も
の

で
は
な
い
。
哈
日
現
象
を
通
し
、
台
湾
に
お
け
る
「
日
本
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
非
日
常
的
な
現
実
逃
避
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
た
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り
、
ま
た
は
日
本
文
化
を
制
限
し
て
き
た
国
民
党
政
府
へ
の
反
発
を

示
す

―
多
く
の
場
合
そ
れ
が
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
表

明
す
る
こ
と

―
た
め
に
使
用
さ
れ
た
り
、
様
々
な
機
能
を
持
っ
て

い
る（

（3
（

。
李
衣
雲
が
論
じ
た
、
哈
日
の
若
者
が
「
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
を
機
能

的
に
使
用
す
る
現
象
は
、
前
述
し
た
「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
の
場
面
で

も
読
み
取
ら
れ
る
。
ま
た
、
四
作
目
で
は
、
郭
家
兄
弟
が
わ
ざ
と
外

省
人
の
前
で
彼
ら
の
理
解
で
き
な
い
日
本
語
で
話
し
合
っ
た
り
、
日

本
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
要
素
を
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
表
明
や
反
発
す
る
手
段
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
一
方
で
、

「
日
本
」
は
実
の
と
こ
ろ
虚
像
で
あ
る
こ
と
も
所
々
に
露
呈
さ
れ
る
。

前
の
二
作
品
に
登
場
す
る
日
本
人
の
人
物
像
は
か
な
り
滑
稽
化
、
ま

た
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
牢
獄
で
も
刺
身
を
給
食
と
し
て

供
給
し
た
り
、
い
ざ
と
な
る
と
切
腹
し
た
り
、
仕
事
に
対
し
て
融
通

が
利
か
な
い
生
真
面
目
さ
が
あ
っ
た
り
、
非
現
実
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
よ
り
写
実
的
に
書
か
れ
た
五
作
目
で
は
、
元
零
戦
パ
イ
ロ
ッ

ト
川
田
は
、
過
去
の
歴
史
を
ず
っ
と
忘
れ
な
い
真
面
目
な
性
格
の
持

ち
主
で
あ
り
、
歴
史
感
が
欠
如
し
た
台
湾
人
と
相
反
す
る
美
徳
の
象

徴
と
し
て
描
か
れ
る
。
一
見
す
る
と
、
川
田
の
人
物
像
は
前
作
と
か

な
り
異
な
る
が
、
全
シ
リ
ー
ズ
に
わ
た
っ
て
日
本
人
の
登
場
人
物
は

善
人
で
あ
ろ
う
が
悪
人
で
あ
ろ
う
が
、
性
格
の
複
雑
さ
や
曖
昧
さ
を

一
切
持
た
な
い
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

元
よ
り
喜
劇
の
登
場
人
物
は
類
型
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
李
国

修
が
上
記
の
よ
う
な
人
物
像
を
作
り
出
す
の
も
理
解
で
き
る
が
、
根

本
的
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
「
日
本
」
を
如
実
に
反
映
す

る
た
め
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
台
日
交
流
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
九
〇
年
代
に
、
日
本
人
で
あ
る
他
者
は
日
系
商
品

の
介
在
に
よ
っ
て
の
み
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
実
像
は
一
般
的
に
は

あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
人
の
登
場

人
物
も
ま
た
、
日
系
商
品
の
よ
う
に
消
費
で
き
る
素
材
と
な
っ
て
く

る
。
人
々
が
生
活
用
品
を
通
し
て
親
近
感
を
持
つ
こ
の
「
身
近
な
他

者
」
は
、
実
際
に
出
現
す
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
た
め
、
逆
に
自

由
に
想
像
、
論
議
す
る
余
地
を
与
え
て
く
れ
る
。「
日
本
」
の
虚
像

を
用
い
て
、
李
国
修
は
、
実
は
台
湾
人
の
有
様
を
表
現
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
人
が
融
通
の
利
か
な
い
生
真
面
目
な
性
質
で
あ
る
と

表
現
す
る
一
方
で
、
台
湾
人
は
迂
闊
で
あ
り
な
が
ら
物
語
の
最
後
ま

で
生
き
延
び
る
、
な
ど
の
台
湾
人
物
像
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
虚
像
と
し
て
描
か
れ
た
日
本
人
の
登
場
人
物
は
、「
外
部
」

か
ら
の
対
照
と
し
て
存
在
し
、「
シ
テ
ィ
」
で
生
活
す
る
台
湾
人
像

を
よ
り
明
白
に
映
し
出
す
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

九
〇
年
代
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
で
あ
り
、
台
湾
文
芸
界
に
も
大
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き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
れ
が
李
国
修
の
『
三
人
行
不
行
』
シ

リ
ー
ズ
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
は
中
国
作
家
の
台
頭
と
と
も
に
、
台

湾
作
家
は
台
湾
へ
の
帰
属
意
識
ま
た
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現

す
る
必
要
性
を
感
じ
、
作
品
中
に
積
極
的
に
日
本
要
素
を
取
り
入
れ

る
。
こ
の
風
潮
は
戯
曲
『
三
人
行
不
行
』
シ
リ
ー
ズ
に
も
反
映
さ

れ
、
日
本
要
素
や
植
民
地
時
代
の
話
を
通
じ
て
劇
作
家
が
自
ら
の
出

自
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
作
中
に
お
け
る
日
本
人
登

場
人
物
の
造
形
は
複
数
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
ど
れ
も
類
型
化

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
像
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
日
系
商

品
か
ら
作
り
上
げ
た
虚
像
で
あ
り
、
本
物
の
日
本
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
が
、
外
国
人
で
あ
る
他
者
の
描
写
を
通
し
て
、
劇
作
家
は
台
湾

人
に
対
す
る
観
察
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
一

種
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
す
る
過
程
で
あ
る
。

五
連
作
に
欠
か
せ
な
い
日
本
表
象
は
、
当
時
の
劇
作
家
が
限
ら
れ

た
情
報
か
ら
想
像
力
を
駆
使
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば

し
ば
現
実
に
お
け
る
日
本
と
乖
離
し
て
い
る
が
、
戯
曲
の
中
で
は
、

台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
重
要
か
つ
不
可
欠

な
要
素
で
あ
る
。
国
際
交
流
が
ま
だ
少
な
い
時
代
に
、『
三
人
行
不

行
』
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
た
こ
の
状
況
は
、
一
種
の
特
殊
な
台
日
関

係
の
様
相
と
も
言
え
よ
う
。

注（
1
）	

本
稿
は
台
湾
国
科
会
研
究
計
画
補
助
金
（N

ST
C111-2410-H

-110-084

）

に
よ
る
一
部
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
2
）	

鍾
明
德
『
台
灣
小
劇
場
運
動
史
：
尋
找
另
類
美
學
與
政
治
』、
書
林
出
版

有
限
公
司
、
二
〇
一
八
年
、
三
頁
。
林
鶴
宜
『
臺
灣
戲
劇
史
』
增
修
版
、

國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
五
年
、
三
一
二
―
三
一
七
頁
。

（
3
）	

作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
言
葉
遊
び
を
含
む
た
め
、中
国
語
の
ま
ま
表
記
す
る
。

（
4
）	

こ
の
分
類
は
劇
団
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
屛
風
表
演
班
『
屛
風
20
紀
念

特
刊
暨
【
第
三
十
四
回
作
品
】
撼
動
版 

女
兒
紅
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二

〇
〇
六
年
、
一
四
九
頁
）。

（
5
）	

李
立
亨
『
Ｏ
Ｈ
？ 

李
國
修
！
』、
時
報
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
五

六
頁
。

（
6
）	

李
国
修
『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
５
：
三
人
行
不
行
Ⅰ
』、
印
刻
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
。

（
7
）	

五
連
作
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
や
英
語
表
記
、
上
演
年
代
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
：『
三
人
行
不
行
』（Part I of Can T

hree M
ake It?, 

1987

）、『
三
人
行
不
行
Ⅱ

―
城
市
之
慌
』（Part II of Can T

hree 
M

ake It?: City Panic, 1988

）、『
三
人
行
不
行
Ⅲ

―
Ｏ
Ｈ
！
三
岔
口
』

（Part III of Can T
hree M

ake It?: O
h! T

hree D
iverged Paths, 

1993

）、『
三
人
行
不
行
Ⅳ

―
長
期
玩
命
』（Part IV

 of Can T
hree 

M
ake It? : Play H

ard, 1997

）、『
三
人
行
不
行
Ⅴ

―
空
城
状
態
』

（Part V
 of Can T

hree M
ake It?: E

m
pty City, 1999

）。（
屛
風
表

演
班
、
前
掲
書
、
一
四
九
頁
）

217



（
8
）	

李
国
修
『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
６
：
三
人
行
不
行
Ⅱ

―
城
市
之
慌
』、

印
刻
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
丸
囲
み
数
字
は
筆
者
に
よ
る
。

（
9
）	
彭
百
顕
『
大
歳
月

―
臺
灣
政
治
経
済
５
０
０
年
』、
宇
河
出
版
社
、
二

〇
一
八
年
、
六
六
八
頁
。

（
10
）	

三
作
目
は
前
の
二
作
品
と
同
様
に
三
人
の
役
者
を
起
用
す
る
が
、
四
作

目
で
は
六
人
の
役
者
で
十
八
人
の
登
場
人
物
を
演
じ
、
五
作
目
で
は
七

人
の
役
者
で
二
十
一
人
の
登
場
人
物
を
演
じ
る
。

（
11
）	

出
版
さ
れ
た
三
作
目
の
台
本
は
、
九
三
年
の
「
初
演
版
」
と
二
〇
〇
四

年
の
「
時
代
版
」
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
内
容
は
異
な
る
。
初

演
当
時
の
社
会
状
況
を
反
映
す
る
た
め
、
本
稿
は
初
演
版
を
用
い
る
（
李

国
修
『
三
人
行
不
行
Ⅲ

―
Ｏ
Ｈ
！
三
岔
口
』、
文
建
会
、
一
九
九
五
年
）。

（
12
）	

李
国
修
、
前
掲
書
（
文
建
会
、
一
九
九
五
年
）、『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
７
：

三
人
行
不
行
Ⅲ

―
Ｏ
Ｈ
！
三
岔
口
』（
印
刻
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、

『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
8
：
三
人
行
不
行
Ⅳ

―
長
期
玩
命
』（
印
刻
出

版
社
、
二
〇
一
三
年
）、『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
９
：
三
人
行
不
行
Ⅴ

―
空
城
状
態
』（
印
刻
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
13
）	

李
登
輝
総
統
の
任
期
中
で
あ
る
九
三
年
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
台
湾
政

府
の
代
表
辜
振
甫
と
、
中
国
政
府
の
代
表
汪
道
涵
が
行
っ
た
会
談
で
あ

る
。
双
方
は
、
互
い
の
異
な
る
政
治
的
立
場
を
先
送
り
し
て
経
済
的
交

流
を
推
進
し
て
い
く
、
と
い
う
目
標
を
共
に
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
長
い

間
対
立
し
て
き
た
台
湾
政
府
と
中
国
政
府
と
の
画
期
的
な
合
意
で
あ
る

が
、
早
く
も
九
六
年
に
台
湾
海
峡
危
機
が
起
こ
っ
た
。

（
14
）	

第
三
回
の
台
湾
海
峡
危
機
と
も
呼
ば
れ
る
。
九
六
年
に
台
湾
は
歴
史
上

初
の
総
統
選
挙
を
行
い
、
九
五
年
に
中
国
の
反
対
を
無
視
し
て
米
国
訪

問
し
た
李
登
輝
元
総
統
の
支
持
率
が
最
も
高
か
っ
た
。
警
告
を
送
る
た

め
中
国
は
、
九
五
、
九
六
年
に
連
続
し
て
台
湾
海
峡
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
し
、
そ
れ
に
よ
り
台
湾
の
裕
福
層
に
脱
出
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
。

（
15
）	

歴
史
事
件
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
徐
瑋
佑
『
李
國
修
「
三
人
行
不
行
」

系
列
作
品
研
究
』（
台
北
芸
術
大
学
、
修
士
論
文
、
二
〇
一
八
年
）
で
詳

し
く
分
析
し
て
い
る
。

（
16
）	

三
作
目
初
演
版
に
お
け
る
日
本
要
素
は
、
マ
リ
ー
の
義
妹
の
夫
「
大
阪
」

と
呼
ば
れ
る
男
性
が
、
日
本
人
と
香
港
人
の
ハ
ー
フ
と
い
う
設
定
で
あ

る
。
時
代
版
に
は
、「
大
阪
」
が
マ
リ
ー
の
婚
約
者
に
な
り
、
彼
の
出
自

も
日
本
人
と
台
湾
人
と
の
ハ
ー
フ
に
変
更
さ
れ
た
。

（
17
）	

張
誦
聖
『
文
学
場
域
的
変
遷

―
当
代
台
湾
小
説
論
』、
聯
合
文
学
、
二

〇
一
一
年
、
九
二
―
九
四
頁
。

（
18
）	

邱
貴
芬
「
在
地
性
論
述
的
発
展
與
全
球
空
間

―
郷
土
文
学
論
戦
三
十

年
」、『
思
想
』（
6
）、
二
〇
〇
七
年
、
八
七
―
一
〇
三
頁
。

（
19
）	

邱
貴
芬
「
千
禧
作
家
與
新
台
湾
文
学
伝
統
」、『
中
外
文
学
』
第
50
巻
第

２
期
、
二
〇
二
一
年
、
一
五
―
四
六
頁
。

（
20
）	

川
島
真
、
清
水
麗
、
松
田
康
博
、
楊
永
明
『
台
日
関
係
史
』
高
村
繁
、

黄
偉
修
訳
、
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
一
九
九
―
二
〇
〇
頁
。

（
21
）	

当
時
の
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
、
笹
沼
俊
暁
に
は
詳
し
い
論
述
が
あ
る
。

九
〇
年
代
、
日
本
は
経
済
の
不
振
か
ら
、
民
族
の
自
尊
心
を
再
構
築
す

る
需
要
が
あ
っ
た
た
め
、
台
湾
側
か
ら
持
ち
出
し
た
二
項
対
立
図
式
を

容
易
に
受
け
入
れ
た
。
ま
た
笹
沼
は
、
日
台
双
方
は
実
は
一
種
の
共
謀

関
係
だ
と
分
析
し
、
互
い
に
一
見
す
る
と
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
作
り
出
す
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
双
方
の

共
謀
に
よ
っ
て
隠
匿
、
無
視
さ
れ
た
歴
史
の
真
相
も
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。（
笹
沼
俊
暁
『
流
転
的
亜
洲
細
語

―
当
代
日
本
列
島
作
家
如
何
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書
写
台
湾
、
中
国
大
陸
』、
遊
撃
文
化
、
二
〇
二
〇
年
、
七
二
―
八
三
頁
）

（
22
）	
論
集
『
反
思
《
台
湾
論
》：
台
日
批
判
圏
的
内
部
対
話
』（
陳
光
興
、
李

朝
津
編
、
台
湾
社
会
研
究
季
刊
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
、
一
部
の
関

連
す
る
批
判
と
論
考
を
収
録
し
て
い
る
。

（
23
）	

例
え
ば
『
恋
恋
風
塵
』（
一
九
八
七
）
は
八
〇
年
代
の
話
で
あ
る
が
、
主

人
公
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
店
主
が
、
台
湾
出
身
の
日
本
人
兵
士
の
太
平

洋
戦
争
体
験
に
言
及
す
る
。

（
24
）	

英
字
の
箇
所
は
原
文
の
ま
ま
。
ま
た
、「
日
本
語
で
」
と
表
記
す
る
台
詞

も
中
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
。（
李
国
修
、
前
掲
書
『
李
国
修
戯
劇
作
品

集
６
：
三
人
行
不
行
Ⅱ

―
城
市
之
慌
』、
七
五
頁
）

（
25
）	

こ
の
作
品
に
用
い
ら
れ
た
演
技
は
『
三
人
行
不
行
』
と
異
な
り
、
一
人

多
役
で
は
な
く
基
本
的
に
は
写
実
演
技
が
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
主
題

は
類
似
し
た
都
会
の
話
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
先
行
研
究
は
本
作
を
「
シ

テ
ィ
・
コ
メ
デ
ィ
」
シ
リ
ー
ズ
と
と
も
に
分
析
す
る
。

（
26
）	

李
国
修
『
李
国
修
戯
劇
作
品
集
16
：
救
国
株
式
会
社
』、
印
刻
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
、
一
〇
四
頁
。

（
27
）	

中
国
語
「
哈
」
は
口
語
で
使
用
さ
れ
る
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
雰
囲
気
の

中
に
浸
み
込
む
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
28
）	

作
家
陳
桂
杏
が
ペ
ン
ネ
ー
ム「
哈
日
杏
子
」で
出
版
し
た
四
コ
マ
漫
画『
早

安
！
日
本
』（
1
）（
尖
端
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
。

（
29
）	

廖
炳
恵
「
台
湾
流
行
文
化
批
判
」、『
当
代
』
第
一
九
四
期
、
当
代
雑
誌
社
、

二
〇
〇
〇
年
一
月
、
七
六
―
九
五
頁
。

（
30
）	

李
衣
雲
『
台
湾
に
お
け
る
「
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
、1945-2003

：「
哈

日
（
ハ
ー
リ
）
現
象
」
の
展
開
に
つ
い
て
』、
三
元
社
、
二
〇
一
七
年
、

一
〇
四
―
一
〇
五
頁
。

（
31
）	

同
書
、
二
四
四
―
二
四
七
頁
、
二
八
七
頁
。
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